
埼玉医科大学 保健医療学部 看護学科 k

科目区分 生活している人間の理解

看護の対象としての人間の理解

看護専門職者に必要な基本的知識、技術、態度の修得

看護学実習

保 保健師課程のみ 必修科目

［2022年度以降入学生］

1年次 ２年次 ３年次 4年次

哲
学

文
学

法
学

心
理
学

発
達
心
理
学

社
会
学

教
育
学

人
体
の
科
学

人
間
工
学

ス
ポ
ー
ツ
科
学

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

英
語
Ⅰ
・
Ⅱ

ド
イ
ツ
語

看
護
関
係
法
規

人
体
の
構
造
と
機
能
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

病
原
微
生
物
学

薬
理
学

環
境
論

公
衆
衛
生
学

免
疫
学

食
物
・
栄
養
学
Ⅰ
・
Ⅱ

生
活
と
健
康

医
療
の
基
本
Ⅰ

看
護
方
法
演
習
Ⅰ

看
護
学
概
論
Ⅰ

看
護
技
術
論

基
礎
看
護
技
術
Ⅰ

基
礎
看
護
技
術
Ⅱ

基
礎
看
護
技
術
Ⅲ

基
礎
看
護
学
実
習
Ⅰ

看
護
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

看
護
学
生
の
た
め
の
リ
テ
ラ
シ
ー

英
語
Ⅲ

日
本
国
憲
法

文
化
人
類
学

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
論

ジ
ェ
ン
ダ
ー
学

体
育
実
技

Ⅱ Ⅰ

基
礎
看
護
技
術
Ⅳ

基
礎
看
護
技
術
Ⅴ

看
護
方
法
演
習
Ⅱ

感
染
看
護
学

公
衆
衛
生
看
護
学
概
論

在
宅
看
護
学
概
論

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
論

病
む
こ
と
の
心
理

／

看
護
倫
理

在
宅
看
護
学
活
動
論
Ⅱ

医
療
の
基
本
Ⅱ

基
礎
看
護
学
実
習
Ⅱ

／

老
年
看
護
学
実
習
Ⅰ

臨
床
看
護
学
概
論

活
動
論
（
方
法
論
）

（
成
人
・
老
年
・
精
神
・
小
児
・
母
性
）

看
護
過
程
論

フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト

看
護
研
究
概
論

公
衆
衛
生
看
護
学
対
象
別
活
動
論Ⅰ

・
Ⅱ
・
Ⅲ

公
衆
衛
生
看
護
学
活
動
展
開
論Ⅰ

・
Ⅱ

健
康
教
育
論
Ⅰ
・
Ⅱ

領
域
別
看
護
学
実
習
（成
人
・老
年
・小
児
・母
性
・精
神
・在
宅
）

実
践
応
用
の
看
護
学
実
習

地
域
診
断
論
Ⅰ
・
Ⅱ

公
衆
衛
生
看
護
管
理
論

看
護
政
策
論

／

医
療
経
済
学

学
校
看
護
論

産
業
看
護
論

看
護
研
究
セ
ミ
ナ
ー

／
看
護
総
合
セ
ミ
ナ
ー

ディプロマ・ポリシー

看護学科 保健医療学部

幅広い教養と生命の尊重を
基盤とした豊かな人間性を身
につける。

医療における看護の倫理的
側面を理解し行動できる。

全人的医療、患者さん中心
の医療を原点に、病める人の
視点で考え、人を思いやる態
度をもち、個別性を重視した
看護を行うことができる。

人間の生命に対する深い愛
情と畏敬の念を基盤として、
高い倫理観と豊かな人間性
を涵養すること。

保健医療に関する国際水準
の知識と技術の修得を基本
とし、未知の課題を自ら解決
する意欲と探求心をもつとと
もに、自らの能力の限界を知
り、生涯にわたり自己の資質
の向上に努めること。

医療人に必要とされる基礎医
学および臨床医学の基本的
知識を身につける。

多様な保健・医療・福祉の場
で活用できる基本的な看護
の知識と技術を身につける。

看護の専門的知識を活用し、
科学的根拠に基づいて、身
体的､心理的、社会的側面か
ら適切な判断を行うことがで
きる。

看護の実践の中から看護研
究の課題を発見し、それを発
展させることができる。

常に自らの能力を点検・評価
し、生涯学びつづける姿勢を
身につける。

協調性に富んだ社会人として
様々な職種の人々と協力し、
医療の安全につねに留意す
るとともに、社会的視点に
立って地域の保健医療に積
極的に関わることができるこ
と。

チーム医療の中で調整・連携
の役割を果たすための適切
なコミュニケーション能力を身
につける。

医療安全管理の重要性を理
解し、状況に応じた適切な行
動をとることができる。

保健・医療・福祉チームの一
員として地域医療に積極的に
関わることができる。

保
健
統
計
学

看
護
管
理
学

パ
リ
ア
テ
ィ
ブ
ケ
ア
論

救
急
看
護
論

国
際
看
護
論

母
子
看
護
方
法
論

保
健
医
療
行
政
論
Ⅰ

保
健
医
療
行
政
論
Ⅱ

疾
病
の
成
り
立
ち
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

放
射
線
医
学
概
論

医
療
情
報
学

社
会
福
祉
論

疫
学

保 保

保 保 保

生
殖
医
療
と
看
護

家
族
看
護
学

災
害
看
護
学

看
護
学
概
論
Ⅱ

在
宅
看
護
学
活
動
論
Ⅰ

保 保

公
衆
衛
生
看
護
学
実
習

保

保 保

保
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【令和 8 年度 看護学科 1 年次 時間割表】 
 
＜前期＞                                      ＊：選択科目 
時限 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

11  
9：00 

～ 

10：30  

スポーツ科学* 

(古泉) 
看 1・工 1 合同 

ドイツ語* 

(マルクス) 

食物・栄養学Ⅰ 

(伴塲) 

心理学* 

(大野) 
 

 
食物・栄養学Ⅱ 

(伴塲) 

発達心理学 

(大野) 

情報リテラシー 

(是村) 

22  
10：40 

～ 

12：10  

哲学* 

(ジリオ) 
看 1・工 1・理 1 合同 

文学* 

(芳賀) 
看 1・検 1 合同 

看護における 

コミュニケーション論 

(大賀)  

心理学* 

(大野) 
 

 
発達心理学 

(大野) 

情報リテラシー 

(是村) 

33  
13：10 

～ 

14：40  

人体の構造と機能Ⅰ 

(金子) 

看護学概論Ⅰ 

(横山) 

人体の構造と機能Ⅰ 

(金子) 

看護技術論 

(山﨑) 英語Ⅰ 

(上滝) 
 

人体の構造と機能Ⅱ 

(金子) 

基礎看護技術Ⅰ 

(関根) 

人体の構造と機能Ⅱ 

(金子) 
 

44  
14：50 

～ 

16：20  

看護学生のためのリテラシー 

(関根) 

看護学概論Ⅰ 

(横山) 
 

看護技術論 

(山﨑) 
 

 
基礎看護技術Ⅰ 

(関根) 

人体の構造と機能Ⅱ 

(金子) 
 

生活と健康 

(藤村) 

55  
16：30 

～ 

18：00  

  
社会学* 

(勝野) 
   

 

＜後期＞ 
時限 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

11  
9：00 

～ 

10：30  

  
薬理学 

(牧野) 

看護関係法規 

(加藤) 
  

 

22  
10：40 

～ 

12：10  

英語Ⅱ 

(上滝) 

教育学* 

(田垣内) 

医療の基本Ⅰ 

(辻) 

人体の科学* 

(下岡) 
  

 

33  
13：10 

～ 

14：40  人体の構造と機能Ⅲ 

(金子) 

免疫学* 

(山本晃) 

基礎看護技術Ⅲ 

(関根) 
 

看護方法演習Ⅰ 

(横山) 
 

人間工学* 

(澤田) 
 

基礎看護技術Ⅱ 

(山﨑) 

44  
14：50 

～ 

16：20  

 

基礎看護技術Ⅲ 

(関根) 公衆衛生学 

(与五沢) 

看護方法演習Ⅰ 

(横山) 
 

環境論* 

(冨永) 

基礎看護技術Ⅱ 

(山﨑) 

55  
16：30 

～ 

18：00  

法学* 

(植田) 
看 1・検 1・工 1 合同 

   
病原微生物学 

(森) 
看 1・理 2 合同 

 

・基礎看護学実習Ⅰ(横山) 
※日程の詳細は、シラバスにて確認すること。 
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 3 3 3 3 3

入
学
式

前
期
授
業
開
始

①

昭昭
和和
のの
日日

④

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

4 4 4 5 5 4 4 3 5 6 6 5 5 4 6 7 7 6 6 5 7 8 8

憲憲
法法
記記
念念
日日

みみ
どど
りり
のの
日日

ここ
どど
もも
のの
日日

振振
替替
休休
日日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

7 7 6 8 9 9 8 8 7 9 10 10 9 9 8 10 11 11 10 10 9 11 12 12 11 11

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

10 12 13 13 12 12 11 13 14 14 13 13 12 14 15 15 14 13 15 16 16 14 15 14 16 17

海海
のの
日日

前
期
授
業
終
了

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

山山
のの
日日

　
　
 
　
入
試
設
営

第
1
回

修
士
課
程
入
試

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

1 1 1

前
期

定
期
試
験

敬敬
老老
のの
日日

国国
民民
のの
休休
日日

秋秋
分分
のの
日日

追
・
再
試
験

　
　
 
　
入
試
設
営

編
入
学
/
総
合
型
選

抜
Ⅰ

後
期
授
業
開
始

⑰

夏季休暇
（8/1～31）

② ③ ④

⑪ ⑫ ⑬

⑮ ⑯

８
月

夏季休暇
（8/1～31）

７
月

⑬ ⑭

前期
定期試験

前期
定期試験

９
月

1年生行事日程等 2年生行事日程等

①追・再試験

　・オリエンテーション：
　・後期授業開始：9月28日(月）
  ・基礎看護学実習Ⅰ：2月20日（土）～2月26日（金）

　・オリエンテーション：
  ・後期授業開始：10月13日(火）
  ・基礎看護学実習Ⅱ：9月28日（月）～10月9日（金）

　・オリエンテーション：4月7日（火）～4月9日（木）
　・前期授業開始：4月10日（金）

　・オリエンテーション：4月2日（木）
  ・前期授業開始：4月7日（火）
  ・老年看護学実習Ⅰ：7月21日（火）～7月31日（金）

６
月

５
月

④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨ ⑩

令和8年度学事予定

４
月

春季休暇
（4/1～5）

新
入
生
オ
リ
エ
ン

テ
ー

シ

ョ
ン
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 1 1 2 2 2 2 2/ 3 3 3 3/2 2 3 4 4 4 4/3 4 5 5 5 5/4 3

領
域
別
実
習
要
件

認
定
式

　
　
 

越
華
祭
準
備

スス
ポポ
ーー

ツツ
のの
日日

解
剖
体
慰
霊
祭

入
試
設
営

総
合
型
選
抜
試
験
Ⅱ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

5 6 6 6/5 4 6 6 7 7 7/6 5 7 7 8 8 8/7 6 8 9 9 9/8 7 8

⑥

文文
化化
のの
日日

入
試
設
営

学
校
推
薦
型
試
験

勤勤
労労
感感
謝謝
のの
日日

⑩

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

9 10 10 10/9 8 9 10 11 11 11/10 9 10 11 12 12 12/11 10 11 12 13 13 13/12

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

12 13 14 14 14/13 14 15 15 15/14 11 13 15 16 16 16/15 12 14

入
試
設
営

第
2
回

修
士
課
程
入
試

成成
人人
のの
日日

後
期
授
業
終
了
⑰

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

一
般
選
抜

建建
国国
記記
念念
のの
日日

追
・
再
試
験

天天
皇皇
誕誕
生生
日日

　
　
 
　
入
試
設
営

総
合
型
選
抜
Ⅲ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

卒
業
式

謝
恩
会

春春
分分
のの
日日

振振
替替
休休
日日

③ ⑤②
越
華
祭

冬季休暇
（12/26～1/3）⑬

⑨

④

⑧

入
試
設
営
日

補習・自習

追・再試験
後期定
期試験

⑥ ⑦

⑭

①

⑩ ⑪ ⑫

冬季休暇
（12/26～1/3） ⑮

３
月

２
月 補

習
・
自
習

後期
定期試験

追・再試験

⑯

１
月

後期
定期試験

後期
定期試験

　・オリエンテーション：4月2日（木）
　・前期授業開始：4月10日（金）

※入学試験予定日は、大学構内への立ち入りおよび講義室・セミナー室使用を制限します。

3年生行事日程等 4年生行事日程等

補習・自習     補習・自習補習・自習

　・オリエンテーション：4月3日（金）
　・前期授業開始：4月7日（火）
　・領域別看護学実習：5月11日（月）～7月17日（金）

　・オリエンテーション：
  ・領域別実習要件認定式：10月3日（土）
　・領域別看護学実習：10月5日（月）～1月22日（金）

　・オリエンテーション：
  ・後期授業開始：11月16日(月）
　・実践応用の看護学実習：8月24日（月）～11月13日（金）
　・公衆衛生看護学実習：9月28日（月）～10月30日（金）

１２
月

１１
月

１０
月
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学習を効果的に進めるために 

 

  

11..カカリリキキュュララムム  ccuurrrriiccuulluumm ととはは、、シシララババスス ssyyllllaabbuuss ととはは  

 カリキュラムという言葉はよく耳にすると思いますが、カリキュラムとは本当はどういう

意味か、あなたは知っていますか。 

カリキュラムは時間割でも、科目一覧表でもありません。カリキュラムは、あなたがどの

ような目標を持って、どんな方法でその目標に到達することを目指し、どこまで目標に到達

できたかをどうやって評価するか、それが明示されている教育（学習）活動の計画書です。 

このように、カリキュラムには、目標、方略（学習の方法や必要な資源）、評価の 3 つの要

素が記載されています。あなたはカリキュラムを理解することで、何を目標に、どのような

方法で学習し、いつ、どのように評価を受ければいいかが分かり、それに向かって学習の体

勢を整えることができます。 

 なお、埼玉医科大学には大学としての目標が、保健医療学部には学部としての目標が、そ

して各学科には学科としての目標があります。さらに、学科ごとに、1 年次から 4 年次まで

のそれぞれの学年での目標もあります。これらについては、学生便覧のⅠ埼玉医科大学の概

要、1.埼玉医科大学の教育理念および沿革、Ⅲ教育に関する規定、1.保健医療学部の教育の

基本的理念、2.各学科における人材養成の目標と卒業後の進路、教育課程編成の考え方およ

び特色の項に記載されていますので、よく読んでおいてください。また、3.卒業要件および

授業科目の項では、卒業して資格を得るために、どのような科目を履修しなければならない

か、これらの科目が 4 年間でどのように配置されているかを知ることができ、5.単位の認定

および 6.試験に関する規則、総括的評価基準、評価方法の項では、評価についての総合的な

枠組みが理解できます。 

 さて、学生便覧にはこのように大枠としてのカリキュラムが示されていますが、あなた方

の大きな関心事は個々の科目に関する情報でしょう。各学科の各学年次について、個々の科

目のカリキュラムを明示したものが、この冊子（シラバス）です。 

  

22..シシララババススのの構構成成とと利利用用法法  

シラバスには、科目名、授業方法（講義、演習、実験、実習の別）、その科目の単位数およ

び時間数、必修・選択の別、担当教員、科目の目標、学習の具体的な目標、授業計画の一覧、

評価方法、教科書・参考書、連絡先（あるいはオフィスアワー）、履修上の注意や履修要件が

記載され、次ページ以降には個々の授業の担当者や内容が記載されています。 

科目の目標には、その科目を履修した時点で学生がどのような状態になるのか（outcome）

や科目のねらいが示され、さらに学習の具体的な目標として、そのような状態になるために

は何ができるようになったらいいかが具体的に示されています。評価方法の項には、評価の 
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時期や具体的な方法が記載されています。質問や相談などで教員と面談をしたり、連絡を取

りたい場合には、連絡先に記載されている電話番号またはメールアドレスを用いてください。       

また、オフィスアワー（面談可能な曜日と時間帯を指定）が示されていれば、その指示に 

したがい教員を訪ねてください。 

授業内容の項では、個々の授業における具体的な目標（授業の成果として何ができるよう

になるか）が示されています。これらの目標に到達できたかどうかが定期試験などで評価さ

れるわけですから、最低限度、試験までにはこれらの目標に到達できるよう努力してくださ

い。 

 

33．．単単位位制制度度ににつついいてて  

大学設置基準では、1 単位とは授業時間外での学習（予習や復習）を含めて 45 時間の学習

を要するものと定められています。本学では原則として講義 15 コマ（30 時間）を 2 単位、

演習 15 コマ（30 時間）を 1 単位としていますから、講義では 15 コマで 90 時間の学習が必

要となり、60 時間（1 コマあたり 4 時間）の予習・復習が求められます。同じ計算で、演習

では 1 コマあたり 1 時間の予習・復習が必要です。 

放課後や休日を利用して、必要な予習・復習時間を確保するよう努めてください。 

 

44..効効果果的的なな学学習習ののたためめにに  

1）シラバスの活用 

 シラバスを活用し、予習と復習を怠らないようにするのが理想的です。 

2）分からないことは その日のうちに 

その日の授業科目について、理解できなかった部分がないかどうかを毎晩チェックし、理解

できなかった部分があれば、その日のうちに教科書・参考書で確認してください。 

3）質問をおそれずに 

調べてもなお疑問が解消できなかった場合は、翌日、友人に尋ねることを薦めます。どうし

ても解決ができない場合には、次の授業時間に担当教員に質問してください。 

4）いわずもがななこと 

 授業を欠席しない、授業に遅刻しない、規則正しい生活を心がけて体調の管理に努めるなど  

は、いわずもがななことでしょう。 

5）教員との気楽なコンタクト 

 教員は連絡先やオフィスアワーを提示して、学生諸君との気楽なコンタクトを期待していま

す。学習方法へのアドバイスやその他の相談事があれば、遠慮なく連絡をとってください。 

 なお、突然の訪問は大学生としての礼儀にかないません。オフィスアワーでの面談以外では、

必ず、アポイントメントをとった上で訪問してください。 

 

令和 8 年 4 月 

                              保健医療学部学務委員会 
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埼玉医科大学 WEBサービス ユーザー 様
     

シラバス確認
シラバス入力 > シラバス確認

印刷する

更新

1 年月日(曜日) 令和 8年04月13日(月) 時限 2限

講義室 講堂2F

担当者 ジリオ

テーマ 哲学とは何か？哲学の誕生；ソクラテス以前の思想家たち：一元論的自然観：ミレトス学派、ピュタゴ
ラス；ヘラクレイトスとパルメニデス；「多元論的自然観」の思想家たち；ソフィストたち。

授業内容

講義名 哲学

(副題) 生活している人間の理解（人文科学系）

開講責任部署 看護学科

講義開講時期 前期 講義区分 講義

基準単位数 2 時間 30.00

代表曜日 月曜日 代表時限 2限

校地 日高キャンパス

単位数 2単位/30時間

必修・選択 選択

配当年次 1年前期

担当教員

職種 氏名 所属

指定なし ◎ GIGLIO Emanuele Davide 非常勤教員（大学外部）

担当教員 ジリオ、インマヌエル・ダビデ

科目の目標

医療の世界でも「哲学的な知識は専門的な知識と同じように大事で不可欠である」という意識が高まりつつ
ある（医学書院の公式HP『医学界新聞』より：対談「医療と哲学の交差点で対話を育む」、行岡 哲男氏（東

京医科大学名誉教授）等）。

本講義では、古代から現代にいたる哲学者たちの思想に触れることで、次のような内容について受講生と共

に考えていく：
〇「哲学（すべての分野にその基本概念と方法論を提供してくれる最も基礎的な営み、すべての学問を基礎

づける特別な学問、すべてのサイエンスを繋げ統一できる特別なサイエンスとしての哲学）」、〇「感覚
（＝万物の変化と多様性を捉える能力、「パーツ」を個別に扱う能力）」と「理性（＝論理的思考を用いて
不変の真実を捉える能力、全体的なものを捉える能力としての理性）」、〇「感性（＝感覚器官を通して環

境からの刺激を外部データとして集め整理する能力）」と「知性（＝外部データを様々な概念に統一し「手
段」または「道具」として理解する能力）」、〇「存在（今あるモノと、そこから可能になっていく物事の

総体）」という謎、〇「認識（目に見えるモノと目に見えないモノの認識を可能にしてくれる先験的な要
素）」という謎、「言語（＝思考を可能にしてくれるもの）」という謎、「歴史（＝世界と人間存在の真実
が明らかになっていく道のりとしての歴史）」など。

学習の具体的な目標

1）「哲学」、「感覚」と「理性」、「感性」と「知性」、「存在」の謎、「認識」の謎、「言語」の謎、
「歴史」など（＝人間の最も基本的な知識）について自分の言葉で説明できる。

2）「哲学をする」という営みに関する基礎知識を習得する。
3) 批判精神（＝自分の様々な考え方の根拠・妥当性の範囲・リミットをチェックする能力）、自由思考（＝
自分の時代と文化の様々な制約と影響を超えたところで考える能力）、問題解決能力などを身につけ、思想

の多様性を理解する。

授業計画表
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「哲学は知への愛！探求！チャレンジ！」「哲学の様々な領域（11つ）」「ルネサンス期以降の哲学：
「理性の科学」という専門分野」「哲学の誕生（通説）：哲学は古代ギリシアの港町とアテナイの道端

で生まれた！」「哲学と宗教の違い」「哲学の出発点：古代ギリシアの詩人たち、神話と密教的な宗教
が設定した、いくつかの根本的な問い」；

「「万物の根源」への関心」「「自然学的な博識としての哲学：「一元論」「物活論」「汎神論」（自
然科学の起源）」「最も古い進化論的な発想」「最も古い機械論的な発想（物理学の始まり）」「純粋
に論理的な（抽象的な）数学の誕生：霊魂を浄化していくための「救いの手段」としての数学」「すべ

てを数字で捉えることができるという立場の起源と問題点」「万物の変化と多様性を捉える「感覚」VS
不変の真実を捉える「理性」」「科学思想のベース：いつのどこの誰とでもシェアーできる確かな知識

にたどり着きたいなら、「感覚」は信用できない！「理性」に頼るしかない！！」「「感覚」と「理
性」は世界について正反対のことを伝えている！」「万物の構成元素：いくつかの説」「構成元素を結
合させたり分離させたりする力は、宇宙の優れた知性のような合理的な力だ！」最初の「原子論」と

「唯物論」」「「職業教師」の登場と文化の普及」「「相対主義（＝「絶対の真実は存在しない」「す
べての意見には同じ重さと同じ価値がある」という立場」）の起源と問題点」「レトリック（弁論術）

と「言語学」の誕生」などについて共に考える。
※まとめを「まとめクイーズ（試験問題）」というかたちで提供する。

（予習時間30分、復習時間30分）

2 年月日(曜日) 令和 8年04月18日(土) 時限 2限

講義室 講堂2F

担当者 ジリオ

テーマ ソクラテス（前470年／前469年-前399年）とプラトン（前427年-前347年）：『ソクラテスの弁明』『ク

リトン』『クラテュロス』『エウテュデモス』『パイドロス』『国家』『シンポジオン（饗宴）』『テ
アイテトス―知識について』『パルメニデス―イデア論について』『ソピステス―「存在」について』
『ティマイオス』『政治家』『法律』。

授業内容 「世界で最も賢い人はどんな人？（デルフォイのお巫女さんの予言）」「ソクラテスの登場：哲学をす
る方法が変わる！」「道ばたで人をとめて子供のような質問をするソクラテス」「自分の知識の「前

提」について誰も答えられない！」「「無知の知（自分は何も知らないということをよく知ること）＝
哲学をする条件」「逃げていく真実」「ソクラテスの方法：「エイロネイア」（「アイロニー」＝何も
知らないふりをすること）と「マイエウティケ（産婆の術）」」「エデュケーション（人間教育＝真実

を人の中から引き出すという方法）の誕生」「善と悪とは何か？」「ソクラテスの死とその意味」；
「大学の誕生：プラトンの「アカデメイア（アカデミー）」」「「科学」の誕生：いつのどこの誰とで

もシェアーできる知識＝客観的な知識、これを「科学」と呼ぶ」」「理性が捉える「イデア（観念）」
とは何か？（諸事物の理想的な姿）」「「イデアの世界（超天上界）はどこにあるのか？」「「二元
論」：世界は二つ（地上と超天上界）、知識も二種類！（地上的なものを捉える「感覚」による「意

見」と、観念的なものや諸事物の理想的な姿を捉える「理性」による「知識」）」「イデアの種類（４
つ）」「「理想」と「現実」の関わり＝地上の万物と超天上界のイデアたちとの関わり：「ミメシス

（真似／不完全な複写）」」「学ぶことは思い出すことだ！（「メテムサイコシス（輪廻転生）」と
「アナムネシス（思い出すこと）」）」「プラトンの「神」（デミウルゴス）：イデアに基づいて物質
を形づける「宇宙形成の原理」」「霊魂の三分説：理性、意志と欲望」「プラトンの国家論：理想的な

共和国とその三つの社会階級」「経済的なことをやっている人たちは好きなように生きていい；しか
し、政治に関わってはいけない！」「哲人王思想：政治は哲人にしかできない！」「哲人が送るべき生

活様式：プラトン的共産主義」「政治家を目指す哲人のカリキュラム：少なくとも５０歳まで「理論哲
学」と「応用哲学」を勉強しなきゃ！」などについて共に考える。
※まとめを「まとめクイーズ（試験問題）」というかたちで提供する。

（予習時間30分、復習時間30分）

3 年月日(曜日) 令和 8年04月20日(月) 時限 2限

講義室 講堂2F

担当者 ジリオ

テーマ アリストテレス（前384年-前322年）：『オルガノン』『形而上学』『自然学』『霊魂論』『ニコマコス
論理学』。

授業内容 「高校の誕生：アリストテレスの「リュケイオン」」「何かについて考えたいなら、まず「考えること

とは何か」からスタートすべきだ！」「「考えること」とは頭の中で言語で喋ることだ！」「すべての
学問のベースとなった論理学：「考える行為」は何で出来ているのか？概念⇒命題⇒論法！」「「三段

論法（最も完璧な論法）」」「最初に「妥当な前提」を見つけることの重要性」「モノの定義をつくる
ための方法（２つ）：Aの定義＝Aが所属するジャンル＋他のスピーシスとの違い；Aの「実体（本質的な
特徴）を直観的に特定すること」」「形而上学：「存在」というものの様々な表現（「実体」「偶有

性」「原因」「可能態」と「現実態」等）」「万物の変化（生成）とその進み方：「可能性」⇒「現
実」」「可能性＝まだ特定のかたちをとっていない物質」「現実＝物質的なものが一つのかたちになっ

た状態」「目に見えるもの（現実）は、目に見えないところ（可能性）から来ている！」「「神」：す
べてを動かす「不動の動者」」「最後は、すべてが「神（これ以上の可能性がない、すべてが完成した
最終的な「かたち」）」になる！」「自然学＝場所移動の科学」「霊魂の三つの機能：植物と動物にも

霊魂がある！」「倫理：欲望を制限するための「倫理的な卓越性」、すべての極端を避けるための「中
庸（「思考の卓越性）」などについて共に考える。

※まとめを「まとめクイーズ（試験問題）」というかたちで提供する。
（予習時間30分、復習時間30分）

4 年月日(曜日) 令和 8年04月27日(月) 時限 2限

講義室 講堂2F

担当者 ジリオ

テーマ T.ホッブス（1588-1679）の自然法思想：『リヴァイアサン』（1651）、『市民について』（1642）、
『身体について』（1642）、『人間について』（1648）。
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授業内容 「「人権」のもと：自然に与えられた「自然権（自然法）」と、人間たちが一緒に決めた「人定権（人
定法）」」「自然法思想の起源：ソフィストのヒッピアス」「自然法思想が１６世紀と１７世紀によみ

がえった原因：M.ルターの宗教改革、イギリスの「清教徒革命」と「無血革命」」「ユートピア（理想
郷）の思想」「ホッブスの政治論の前提：理性と言語の関わり」「「演繹法（最初から分かっている原

因から可能な結果を予想していく方法／最初から決めた前提から様々な結論を論理的に引き出す方
法）」とそれに基づいている諸学問：数学、倫理学、政治学」「「帰納法（結果から原因を仮説的に推
定していく方法）」とそれに基づいている諸学問：自然科学、物理学、ケミストリー等」「ホッブスの

「機械論的唯物論」」「ホッブスから見た「自由」と「善と悪」の問題」「政治論：人間の本質に関す
る最も確かな公理（「自然の欲求」と「自然の理性」）」「「自然状態」：万人の、万人に対する戦

い」「国家形成の根本原理（３つ）」「絶対主義国家：リヴァイアサンという恐ろしい怪物としての国
家」「ホッブスが考えた社会契約の特徴」「ホッブスにおける社会契約と国家の権力の関わり」「自然
法思想の他の思想家たちとの違い」「国家の権力とそのリミット」などについて共に考える。

※まとめを「まとめクイーズ（試験問題）」というかたちで提供する。
（予習時間30分、復習時間30分）

5 年月日(曜日) 令和 8年05月11日(月) 時限 2限

講義室 講堂2F

担当者 ジリオ

テーマ R.デカルト（1596-1650）：『世界論』（1633）、『みずからの理性を正しく導き、もろもろの学問にお
いて真理を探究するための方法についての序説およびこの方法の試論（方法序説）』（1637）、『情念

論』（1649）。

授業内容 「歴史的背景：科学革命の時代」「デカルト：近世合理主義の父」「学生時代のデカルトの不満足：学

校は最も大事なこと（考えること、生きること）を教えてくれない！」「デカルトの目的：「何にでも
使える万能な方法」とそのルール」「デカルトが最初に採用した立場：方法的懐疑（懐疑主義）」「私
たちは、考える主体性としては間違いなく存在している！（我思う、故に我在り）」「私たちの「考え

る主体性」：「思考する実体（精神）」「私たちの「考える主体性」以外のもの：延長する実体（身体
とその他の物質的なもの）」」「観念の種類（３つ）：「人為観念」「外来観念」「生得観念」」

「「神が存在する合理的な証拠」にいたるデカルトの考察」「自然学：延長と運動、宇宙定数：質量と
運動量」「「遠距離で働く力」に対する、デカルトとガリレオ・ガリレイの抵抗感」「神を必要としな
い科学の始まり：神が世界と諸事物を創造した後、世界と諸事物はそれぞれで（神の関与なしで）動き

始めたんだ！」「現在の医療文化のベース：「心身二元論」」「延長する実体（身体）」は生物的なマ
シーンと考えていいんだ！」「「思考する実体（精神）」と「延長する実体（物質的なもの）」はどこ

でやり取りをしているのか？（松果体の役割）」などについて共に考える。
※まとめを「まとめクイーズ（試験問題）」というかたちで提供する。
（予習時間30分、復習時間30分）

6 年月日(曜日) 令和 8年05月18日(月) 時限 2限

講義室 講堂2F

担当者 ジリオ

テーマ J.J.ルソー（1712-1778）の自然法思想：『学問芸術論』（1750）、『人間不平等起源論』（1755）、
『社会契約論』（1762）。

授業内容 「歴史的背景：「啓蒙思想」の時代」「ルソーの「退歩史観」：人間の「学問」と「芸」はすべて、人
間の悪徳から生まれた！学問と技術にこのまますべてをかければ、人間の歴史はどんどん悪くなってい

く！」「ルソーが考えた「原初の自然人（最初の人間）」の特徴：「自愛心」と「隣人愛」」「最初の
人間は自然に善い人間だった！」「最初の人間は欲求が少なめで満たしやすく、自然に幸せな人間だっ
た！」「現代人は不自然で無駄な欲求が多すぎて不幸だ！」「人間の悪いところ：自分の状況をよりよ

くしたいという自然の衝動」「最初の社会契約＝「欺瞞の不平等条約」：最初の社会契約は、すでにあ
った不平等を正規化したものに過ぎない！」「最初の「欺瞞の不平等条約」にいたるまでの歴史（「退

歩」の三段階）」「新しい社会契約：不平等を無くすための社会契約」「国家のベースは法律ではな
い！政治組織としての「人民」だ！」「「理性」と「利益」の関わり：政治でも、数学のような「純粋

理性」を使うべきだ！」「「純粋理性」を活用することの目的：「「総意（／一般意思）」＝「共通
善」にたどり着くこと」「「純粋理性」は皆にある！皆で「純粋理性」を選ぶことは皆が自分自身を選
ぶことだ！」「ルソーが考えた「総意」の特徴」「初めての「人民主権」の理論」「自然法思想の他の

思想家たちとの違い」「直接民主制のすすめ」「「人民代表」と、単なる執行部としての政府の関わ
り」「「国会」よりも「人民総会」がいい！」「社会主義思想への影響」などについて共に考える。

※まとめを「まとめクイーズ（試験問題）」というかたちで提供する。
（予習時間30分、復習時間30分）

7 年月日(曜日) 令和 8年05月25日(月) 時限 2限

講義室 講堂2F

担当者 ジリオ

テーマ I.カント（1724-1808）：『可感界と可想界の形式と原理』（1770）、『純粋理性批判』と『学として現
れるであろうあらゆる将来の形而上学のための序論（プロレゴメナ）』（1771）。

授業内容
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「デカルトの「合理主義」（＝「理性」だけで充分だという立場）のリミット」「ニュートンの物理学
が描いた世界観（＝「空間」と「時間」と「因果関係」は絶対だ！人間がいてもいなくても、宇宙で客

観的なものとして存在している！という世界観）の問題点」「イギリス経験論（「経験主義」＝私たち
には「生得観念」などない！人間は「外の世界」に書き込まれていく白紙の状態だ！という立場）の問

題点」「カントの「批判主義」：理性は自分を自分で裁判にかけるべだきだ！（理性のリミットを理性
でチェックする！）」「カントの認識論：「時間」と「空間」と「因果関係」は、「外の世界」の特徴
ではない！私たちが最初から持っている「先験的な認識形式」（頭の中の「フィルター」や頭の中の

「引き出し」のようなもの）だ！」「人間の３つの認識能力：感性と知性と理性」「重要な区別：「現
象（＝私たちの頭の中で出来ていく物のイメージ）」と「物自体」」「人間たちの知識の「客観性」と

「妥当性」は人間たちの世界に限られている！（自然科学のリミット）」「哲学のコペルニクス的転回
（哲学革命）：「客観的」だと思っていたものは、すべて「主観的」なものだった！」「人間の主体性
こそ自然界の立法者（コ・クリエーター）だ！」「人間的な知識（数学的な知識、自然学的な知識と従

来の存在論）の根拠と妥当性の範囲」「「全体的なもの」を評価しようとする「理性」とそこから生ま
れた「存在論」：「理性は根拠のない認識能力だ！」「「存在論」は「科学」にはなれない！（従来の

存在論のリミット）」「哲学は、人間の「先験的な認識形式」だけを研究すべきだ！という結論」など
について共に考える。

※まとめを「まとめクイーズ（試験問題）」というかたちで提供する。
（予習時間30分、復習時間30分）

8 年月日(曜日) 令和 8年06月01日(月) 時限 2限

講義室 講堂2F

担当者 ジリオ

テーマ G.W.F.ヘーゲル（1770-1831）：『精神現象学』（1807）、『哲学体系の百科事典（エンチクロペディ
ー）』（1817-1830）。

授業内容 「歴史的背景：「ロマン主義」と「観念論哲学」の時代」「ロマン主義：すべてのリミットを超えた

い！すべてにリミットをつけようとする「理性」は頼りにならない！何にもリミットをつけない「感
情」のほうがいい！」「ヘーゲル哲学の前提：「有限なもの（パーツ）」と「無限なもの（全体的なも

の＝宇宙）」との関わり」「「全体的なもの」だけがリアル！個別に存在しているような「パーツ」は
私たちが一方的に抽象していく「リアルでない」もの！」「リアルなもの（＝全体的なもの）は１０
０％合理的なものだ！」「「理性（＝「無限なもの」の全体性・無限性・合理性を捉える能力）」と

「現実」の関わり」「在ること＝在るべきこと：世界と歴史と人生のすべては「計画的」で合理的
だ！」「「絶対精神」（／「宇宙精神」＝宇宙という巨大な、優れた知性）とはどのようなものなの

か？」「宇宙という巨大な、優れた知性の中から捉えた「人間」：人間は宇宙の話ができる宇宙の一つ
の活動だ！人間は宇宙の「自己意識」だ！」「世界と歴史と人生が進んでいく合理的な法則：「弁証
法」とその三つの段階」「カントは間違っていた！全体的なもの（「宇宙精神」）との一致の体験は可

能だ！」「励ましの哲学：自分を動かしている「精神（個性）」は「宇宙精神」の一側面だ！自分の
「夢」は宇宙的な計画の一側面だ！」「「宇宙精神」の全体性・無限性・合理性が人間の心に現れてく

る三つの段階：意識⇒自己意識⇒理性」「世界（全体的なもの）は世界（全体的なもの）としてしか変
わらない！一人だけで世界を変えることはできない！」「哲学の役割は、まず世界の合理性を解説する
ことだ！」「私たちに最も近い「全体的なもの」：「倫理性」としての国家（全体的なものとの一致の

体験はまず共同体として実現されていく！）」「「宇宙精神」は「文化」というかたちでどのようにそ
の全体性・無限性・合理性を段階的に表現していくのか：物質的なもので「宇宙精神」の無限性等を表

現しようとする「芸術」⇒精神的な内容を物語で伝えようとする「宗教」⇒純粋に観念的なものだけで
「宇宙精神」の全体性・無限性等を解説してくれる「哲学」」などについて共に考える。
※まとめを「まとめクイーズ（試験問題）」というかたちで提供する。

（予習時間30分、復習時間30分）

9 年月日(曜日) 令和 8年06月08日(月) 時限 2限

講義室 講堂2F

担当者 ジリオ

テーマ K.マルクス（1818-1883）：『独仏年誌』『共産党宣言』（1848）、『資本論』（1867）。

授業内容 「自由主義社会への批判」「労働者たちが体験していく４種類の「自己疎外」とのその原因：「生産手
段」は誰が独占しているのか？」「唯物史観（／史的唯物論）：歴史を「労働の歴史」として見るべき

だ！」「社会の経済的なベースとしての「構造（＝生産力と生産関係）」と「上部構造（その上に建っ
ている「抽象的なもの」＝「文化」「道徳」「宗教」等）」」「ヘーゲル批判：先に抽象的なものがあ

ってそれが世界の諸事物に具体化していくのではなく、先に具体的な（物質的なもの＝労働者の経済的
な状況等）があって、抽象的なものは後から出てくるんだ！」「「生産力」と繋がる社会階級と「労働
協約」と繋がる社会階級との「階級闘争」の歴史」「歴史の合理性と必然性：「生産力」と繋がる社会

階級は必ず次の支配階級になる！」「資本制的生産の様々な欠陥：資本制生産と資本主義社会は自滅す
る運命だ！」「「商品」と「価値」の関わり：商品自体にはなんの価値もない！」「「商品」に価値を

与えるもの：労働の量（労働者たちすら気づいていない「労働者たちの重要性」）」「お金⇒生産物⇒
お金＋αというプロセスで発生する「＋α」：「剰余価値（資本家の利益）」」「資本制生産は労働者
たちの労働力の「搾取」に基づいている！」「革命のプロセスの二つの段階：生産手段の所有を国に返

す「社会主義的段階」と、革命が成功した後に始まるはずの「共産主義的段階」の特徴」などについて
共に考える。

※まとめを「まとめクイーズ（試験問題）」というかたちで提供する。
（予習時間30分、復習時間30分）

10 年月日(曜日) 令和 8年06月15日(月) 時限 2限

講義室 講堂2F

担当者 ジリオ

テーマ F.ニーチェ（1844-1900）：『悲劇の誕生』（1872）、『反時代的考察』（1873-1876）『悦ばしき知
識』（1882）、『ツァラトゥストラはこう語った』（1883-1885）、『道徳の系譜』（1887）。
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授業内容 「ニーチェの「変わったスタイル（野蛮な思想、ハリケーンのような文章等）」「ニーチェ哲学の様々
な段階」「「アポロン的精神（理性）」と「デュオニソス的精神（カオス、諸事物の多義性と汎用性な

ど）」の関わり」「ソクラテス以降の哲学と西洋文明に対する批判：西洋文明は「理性」のみの文明！
自分の本当の起源を忘れてしまった文明だ！」「ショーペンハウエルとこれまでの「道徳」に対する批

判：「命の本当の本質（溢れること、制限がないこと）」を否定する道徳ばかりだ！」「これまでの歴
史観（３つ）はすべて問題だらけだ！」「人間たちが成し遂げなければならない次の進化：これまでの
歴史の重みにつぶされた「ラクダのような人間」⇒古い価値観をすべて吹っ飛ばす「ライオンのような

人間」⇒自分で新しい価値と世界をつくる「新しい人類の赤ん坊」」「神は死んだ！しかし、これはど
ういう意味か人間たちはまだ分かっていない！」「人類の次の進化：新しい人類の赤ん坊としての「超

人」」「「超人」の能力：「力への意志（＝常に自分を超えたいという意志＝命そのものの根本的な衝
動）」「「超人」が生きている時間＝「永劫回帰」：一人一人の人生と人類の歴史は永遠に同じように
繰り返されていく！」」「「永劫回帰」が存在しているかのように生きなさい！どの瞬間も楽しめるよ

うにしなさい！」「これまでの「反生命主義的道徳」を誰がなぜつくったのか：歴史的な「司祭階級」
の「負の感情」とそれによる「価値の転動」」「これまでの道徳は「奴隷たちのための道徳」だ！「奴

隷の道徳」だ！」「古い価値観が滅びて、新しい価値観が生まれるまでの間：「ニヒリズム（虚無主
義）」の時代」「「ニヒリズム」をどう乗り越えるか？「ニヒリズム」の様々な種類」などについて共

に考える。
※まとめを「まとめクイーズ（試験問題）」というかたちで提供する。
（予習時間30分、復習時間30分）

11 年月日(曜日) 令和 8年06月22日(月) 時限 2限

講義室 講堂2F

担当者 ジリオ

テーマ L.ヴィトゲンシュタイン（1889-1951）：『論理哲学論考』（1921）。

授業内容 「ヴィトゲンシュタイン：謎の多い思想家」「「事実」とは何か？」「「言語」と「事実」との関わ

り：言語は「モノ」ではなく「事実（モノの今の状態が続いていること）」を指し示すものだ」「「言
語」は「世界」の論理的写像だ！」「「言語」と「世界」の関わり：言語と世界は同形だ！」「「価値

[観]と「意味」は「事実」ではない！よって、表出不能なものだ！」「「原子的事実」と「複合的事
実」」「人間の「命題」はどのように機能しているのか？」「「意味」と「真実」の違い」「「完全な
自然科学」：意味を持ち、同時に本当である命題の集合」「反科学者のヴィトゲンシュタイン：「因果

関係」は「事実」ではない！様々な「事実」との関わりだ！よって、「因果関係」は存在しない！」
「特殊な種類の命題：「矛盾」と「ナンセンス」」「「世界の本質」は「事実」ではない！」「「ナン

センス」の代表的な例：哲学の命題（反哲学者のヴィトゲンシュタイン）」「哲学を「言語批判として
の哲学」に生まれ変わるべきだ！」「意味を持たない問い（哲学的な問い）には答えがない！黙るしか
しない！」「言い表せないもの：不可思議なるものは沈黙の中で体験するしかない！」などについて共

に考える。
※まとめを「まとめクイーズ（試験問題）」というかたちで提供する。

（予習時間30分、復習時間30分）

12 年月日(曜日) 令和 8年06月29日(月) 時限 2限

講義室 講堂2F

担当者 ジリオ

テーマ E.フッサール（1859-1938）：『算術の哲学―論理学的かつ心理学的研究』（1891）、『論理学研究』

（1900-1901）、『純粋現象学、および現象学的哲学のための考察イデーン』（1913）、『ヨーロッパ諸
学の危機と超越論的現象学』（1953）。

授業内容 「現代での哲学の「居場所」と「必要性」：科学は「方法の学」、哲学は「観念（＝本質）の学」

だ！」「科学は諸事物の「可変で偶発的な特徴」を研究する；哲学は諸事物の「不変で本質的な特徴
（観念）」を研究する！」「諸事物の「観念」：諸事物の「本質的な特徴」が人間の意識に現れてくる

イメージ（諸事物の観念＝諸事物の本質）」「モノの本質（観念的なもの）は、どのような意味で人間
たちの意識に現れてくるのか：「現象学」としての哲学の誕生」「「エポケー」という実践：現象の、

時代と地域によって変化する部分を取り除くこと」「エポケーを行ったところ：残るものは常に変わら
ない「現象学的な剰余（＝最も本質的なもの）」」「万物のそれぞれの本質（観念的なもの）は人間た
ちの意識の中でどのように関わっているのか？」「「意識」とは何で出来ているのか：何かを意識する

主体性（＝「ノエシス」）＋意識されたもの（＝「ノエマ」）」「「ノエマ」：可変で偶発的な「事実
的なもの（所与）＋不変で本質的なもの（「観念的なもの」）の結合」「最後に残る「意識の最も根本

的な行為」は「モノの本質を直観する行為」だ！」「我々の意識は何に影響されているのか：「真意の
地平線」「体験の地平線」（＝我々の「背景」にあるもの＝個人の歴史、文化の歴史、スピーシスとし
ての進化の歴史等）」「科学はモノの「目的」と「意味」については何も言えない！それは「哲学」の

仕事だ！」などについて共に考える。
※まとめを「まとめクイーズ（試験問題）」というかたちで提供する。

（予習時間30分、復習時間30分）

13 年月日(曜日) 令和 8年07月06日(月) 時限 2限

講義室 講堂2F

担当者 ジリオ

テーマ M.ハイデッガー（1889-1976）：『存在と時間』（1927）。

授業内容
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「ナチス政権との関わり」「「存在」の問題：「存在」は構造的に定義不能だ！」「人間は「現存在」
で、「世界内存在」だ！今ここで世界に投げ込まれているものだ！」「「実存論的分析」：人間の研究

は「存在」そのものの研究に入るための手段だ！」「「現存在（＝人間）は「可能性」である！」」
「人生は「選択」「企画」である！」「人間の特徴：「理解」ができること、「可能性」であること」

「二種類の「理解」：「存在的理解（日常的、感覚的理解）」と「存在論的理解（生活の具体性を超え
た、「存在」そのものの理解）」」「二種類の存在様式：「存在的存在（深くは考えないで存在してい
るだけという在り方）」と「存在論的存在（「存在」そのものについて考えながら生きていくという在

り方）」」「モノの理解と用具性：人間は何かを理解している時、「道具」として理解している！」
「人間は「超越的」！人間の視点は本質的に操作的で技術的だ！」「人間によるモノのケア：モノを自

分の企画性に含んでいくこと」「他者のケア：他者が、自分で自分の選択肢を行えるように、他者を助
けてあげること；他者が、自分で自分の責任をとれるように、他者を助けてあげること」「他者への
「非真正なケア」：他者の代わりに他者の企画と選択肢まで自分で背負ってしまうこと」「「企画」と

「先理解」：人間は自分の計画に合わせてモノの意味を事前に決めている！」」「「非真正な生活」
「非人称的な生活」：みんながそうするなら自分もそうしよう；みんながそう考えるなら自分もそう考

えよう（＝どの可能性も選ばない；自分の行動の責任もとらない）」「「真正な生活」：自ら考えて、
自ら決める！」「「非真正な生活」：無駄な好奇心、噂話、曖昧さに支配された生活」「「真正な生

活」：死を念頭においておく生活（「死のための生活」）」「「死」と「不安」」「「存在」は、「存
在を否定するもの（死）」を通して人間たちに語り掛けてくる」「時間：「現存在（＝人間）」が生活
をしている基本的な次元」」などについて共に考える。

※まとめを「まとめクイーズ（試験問題）」というかたちで提供する。
（予習時間30分、復習時間30分）

14 年月日(曜日) 令和 8年07月13日(月) 時限 2限

講義室 講堂2F

担当者 ジリオ

テーマ 女性哲学者・H.アーレント（1906-1975）：『全体主義の起源』（1951）、『活動的生活―人間の条件に
ついて』（1958）、『悪の凡庸さ』（1963）。

授業内容 「悪の凡庸さ：自分の行動の結果に関して責任を持たないこと、深く考えないこと＝悪の正体」「全体
主義：現代社会の文化が生んだ現象」「全体主義の原因：「反ユダヤ主義（自民族中心主義、排外主
義）」と「帝国主義の危機」」「全体主義の特徴：「恐怖」と「イデオロギー（＝すべてを簡単に解説

しようとする分かりやすい理論）」」「「恐怖」と「イデオロギー」がもたらす結果：「体制順応（迎
合主義）」と「孤立」」「人間の本性の二つの側面：「活動的生活」と「観照的生活」」「「活動的生

活」の３つの形式：「労働（人間の動物性が表現される場）」と「仕事（人間の創造性が表現される
場）」と「活動（人間の「政治的な共同体的な生き物としての本性」が表現される場）」」「「公共性
（世界観レベルで他者と関わること＝自己の「生存」のための戦いと生活の物質的な側面を超えた次

元）」と「プライベート（「労働」と「仕事」＝自己の「生存」が中心になっている次元）」「「労
働」と「仕事」：「必然性」に支配された次元；「活動」：自由を得られる次元」「「労働」と「仕

事」（技術的な営み）：人々が必然的に「個人主義」と「エゴイズム」に仕向けられる次元」「「技
術」が支配的になること＝「労働」と「仕事」ばかりの生活になること＝人間の共同体的な在り方
（「活動」）がなくなること」「私的生活に還元された公共性」「公共性（共同体的な在り方）の喪

失、「孤立」、「意味のなさ」と「虚しさ」の体験」「現代社会での「虚しさ」等を利用しようとする
全体主義的な現象とイデオロギー」などについて共に考える。

※まとめを「まとめクイーズ（試験問題）」というかたちで提供する。
※これまでの「まとめクイーズ」の正解もお伝えする。
（予習時間30分、復習時間30分）

15 年月日(曜日) 令和 8年07月27日(月) 時限 2限

講義室 講堂2F

担当者 ジリオ

テーマ 授業のまとめ（期末試験の練習）。

授業内容 先生自作の「試験問題集」で、期末試験の練習をする。
（予習時間30分、復習時間30分）

評価方法

1．定期試験期間内に筆記試験を行う(再試験は行わない)。

2．定期試験100％で成績評価を行う。
※ 定期試験を受験できるための条件は十分な受講率であるということを忘れないように！

教科書
授業中に適宜紹介する（例：先生自作のPowerPoint資料を使用した講義と試験問題集）。
※毎回、その内容のまとめをクイーズのかたちで提供する；期末試験の実際の試験問題はその中から選ぶ。

参考書

竹田青嗣・西研『高校生のための哲学・思想入門』「プラトン」「アリストテレス」「ホッブズ」「デカル
ト」「ルソー」「カント」「ヘーゲル」「マルクス」「ニーチェ」「フッサール」「ハイデッガー」「ヴィ

トゲンシュタイン」「アーレント」（筑摩書房）

行岡哲男『医療とは何か』「第三章 医療を哲学する——現象学と言語ゲームを手がかりに」（河出書房新社）

連絡先/オフィスアワー
授業および課題等に対する質問・フィードバックなどはオフィスアワーを利用すること。
授業後に相談を受け付ける。

履修上の注意、履修要件 予備知識は必要としませんが、授業後には学習内容を見直してください。

ページの先頭へ 閉じる
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埼玉医科大学 WEBサービス ユーザー 様
     

シラバス確認
シラバス入力 > シラバス確認

印刷する

更新

1 年月日(曜日) 令和 8年04月13日(月) 時限 1限

講義室 講堂2F

担当者 古泉

テーマ 授業のガイダンス
スポーツにとって科学的とは

授業内容 1．基礎教育科目における本授業の位置づけについて説明できる。

2．本授業の目標、内容、計画、評価の方法などについて説明できる。
3．スポーツにおける科学の在り方について説明できる。

（予習時間30分、復習時間30分）

2 年月日(曜日) 令和 8年04月18日(土) 時限 1限

講義室 講堂2F

担当者 古泉

テーマ ヒトにとって筋肉とは何か

授業内容 1．筋肉の増殖、抑制に関わる因子について説明できる。
2．スポーツ選手におけるドーピングについて説明できる。
（予習時間30分、復習時間30分）

3 年月日(曜日) 令和 8年04月20日(月) 時限 1限

講義名 スポーツ科学

(副題) 生活している人間の理解（自然科学系）

開講責任部署 看護学科

講義開講時期 前期 講義区分 講義

基準単位数 2 時間 30.00

代表曜日 月曜日 代表時限 1限

校地 日高キャンパス

単位数 2単位/30時間

必修・選択 選択

配当年次 1年前期

担当教員

職種 氏名 所属

指定なし ◎ 古泉　一久 非常勤教員（大学外部）

担当教員 古泉　一久

科目の目標 医療従事者としてスポーツ、運動、トレーニングや、健康との関わりについて正しい知識を習得する。

学習の具体的な目標

本授業は講義形式で行う。

1）スポーツにおける科学の在り方、考え方について説明できる。
2）トレーニングによる筋肉の肥大について理論的に説明できる。
3）体重を減量するための運動と、その評価方法について説明できる。

4）運動時のエネルギー代謝について説明できる。
5）運動時に産生される乳酸と筋肉の疲労との関係について考察できる。

6）スポーツ技術を習得する過程について説明できる。

授業計画表
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講義室 講堂2F

担当者 古泉

テーマ スポーツと筋線維組成との関係

授業内容 1．筋線維の構造について説明できる。

2．スポーツ選手における種目別の筋線維組成の違いについて説明できる。
3．トレーニングによる筋線維タイプの変化について説明できる。
（予習時間30分、復習時間30分）

4 年月日(曜日) 令和 8年04月27日(月) 時限 1限

講義室 講堂2F

担当者 古泉

テーマ 筋肉をつけるには（肥大させる、見栄えを良くする）どうすればよいか

授業内容 1．筋肉が大きくなるためのプロセスについて説明できる。

2．筋力トレーニングの強度とその効果について説明できる。
3．これまで行われてきた様々なトレーニング方法について説明できる。

4．筋肥大を誘発する理論について説明できる。
（予習時間30分、復習時間30分）

5 年月日(曜日) 令和 8年05月11日(月) 時限 1限

講義室 講堂2F

担当者 古泉

テーマ 筋肉痛と筋収縮の様式について

授業内容 1．EMSによるトレーニングの長所、短所について説明できる。

2．筋肉痛発症の機序について説明できる。
3．筋肉痛についての誤った認識について説明できる。
4．筋収縮の様式の違いについて説明できる。

（予習時間30分、復習時間30分）

6 年月日(曜日) 令和 8年05月18日(月) 時限 1限

講義室 講堂2F

担当者 古泉

テーマ スポーツ種目別の筋力特性

授業内容 1．等速性筋力の測定について説明できる。
2．スポーツ選手別の筋力特性について説明できる。

3．筋力と収縮速度との関係について説明できる。
（予習時間30分、復習時間30分）

7 年月日(曜日) 令和 8年05月25日(月) 時限 1限

講義室 講堂2F

担当者 古泉

テーマ 身体組成の評価について

授業内容 1．身体のエネルギー量の出納について説明できる。
2．肥満とはどのような状態なのか説明できる。

3．身体組成の評価方法について説明できる。
4．身体に対する体脂肪の役割について説明できる。

（予習時間30分、復習時間30分）

8 年月日(曜日) 令和 8年06月01日(月) 時限 1限

講義室 講堂2F

担当者 古泉

テーマ 減量するための運動（体脂肪を減らす）とは

授業内容 1．脂肪細胞による生理活性物質の役割について説明できる。
2．脂肪細胞の種類とその特徴について説明できる。

3．筋肉における脱共役タンパク質の役割について説明できる。
4．減量のための運動について効果的な方法とは何か説明できる。
（予習時間30分、復習時間30分）

9 年月日(曜日) 令和 8年06月08日(月) 時限 1限

講義室 講堂2F

担当者 古泉

テーマ 乳酸は身体の疲労の原因である⁉

授業内容
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1．運動時のエネルギー代謝について説明できる。
2．乳酸が産生される状況について説明できる。

3．乳酸の代謝のされ方について説明できる。
4．筋疲労の要因について考えられている知見について説明できる。

（予習時間30分、復習時間30分）

10 年月日(曜日) 令和 8年06月15日(月) 時限 1限

講義室 講堂2F

担当者 古泉

テーマ スポーツ能力のパラメーターとしての呼吸機能と心拍数

授業内容 1．呼吸機能の測定について説明できる。
2．運動時の呼吸機能の変化について説明できる。
3．無酸素性作業閾値について説明できる。

4．運動強度としての心拍数の算出方法について説明できる。
（予習時間30分、復習時間30分）

11 年月日(曜日) 令和 8年06月22日(月) 時限 1限

講義室 講堂2F

担当者 古泉

テーマ 運動中の突然死について

授業内容 1．心臓震盪について説明できる。

2．スポーツ心臓について説明できる。
3．運動中の突然死における対策について考察できる。

（予習時間30分、復習時間30分）

12 年月日(曜日) 令和 8年06月29日(月) 時限 1限

講義室 講堂2F

担当者 古泉

テーマ 運動の技術はどのように身につけることができるのか

授業内容 1．運動の巧みさの要素について説明できる。
2．ヒトの状況把握能力について説明できる。
3．動作の自動化（身体で覚えるとは何か）について説明できる。

（予習時間30分、復習時間30分）

13 年月日(曜日) 令和 8年07月06日(月) 時限 1限

講義室 講堂2F

担当者 古泉

テーマ スポーツ選手の“見る”能力

授業内容 1．動体視力について説明できる。
2．中心視と周辺視について説明できる。

3．滑動性追従眼球運動について説明できる。
4．視覚に関する脳内での情報処理過程について説明できる。
（予習時間30分、復習時間30分）

14 年月日(曜日) 令和 8年07月13日(月) 時限 1限

講義室 講堂2F

担当者 古泉

テーマ スポーツ選手にみられる潜在的知覚とは

授業内容 1．錯視について説明できる。

2．潜在的知覚と運動行動との関係について説明できる。
（予習時間30分、復習時間30分）

15 年月日(曜日) 令和 8年07月27日(月) 時限 1限

講義室 講堂2F

担当者 古泉

テーマ スポーツ選手の「ゾーンに入る」とは

授業内容 1．「ゾーンに入る」とはどのような状況をいうのか説明できる。

2．兵法書としての不動智神妙録とは何かを説明できる。
3．古武術とは何かを説明できる。

4．古武術の動きとスポーツ技術の接点について説明できる。
（予習時間30分、復習時間30分）
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評価方法
定期試験（論述及び選択式）の成績で評価する。100点満点中60点以上を合格とする。
定期試験で合格に満たない場合再試験を実施する。

教科書 資料を授業ごとに配布する。

参考書 「身体トレーニング　運動生理学からみた身体機能の維持・向上」、宮村実晴編集、真興交易

連絡先/オフィスアワー
授業および課題等に対する質問・フィードバックなどはオフィスアワーを利用すること。

授業終了後に質問、相談を受付ける。

履修上の注意、履修要件

授業終了後には当日配布された資料などで学習内容の見直しを行うこと。
疑問、質問点などがある場合には、次回授業時に質問できるように考えをまとめておくこと。

履修者はスポーツ科学に興味のあることが望ましい。
（予習時間30分、復習時間30分）

ページの先頭へ 閉じる
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埼玉医科大学 保健医療学部 看護学科 k

科目区分 生活している人間の理解

看護の対象としての人間の理解

看護専門職者に必要な基本的知識、技術、態度の修得

看護学実習

保 保健師課程のみ 必修科目

［2022年度以降入学生］

1年次 ２年次 ３年次 4年次

哲
学

文
学

法
学

心
理
学

発
達
心
理
学

社
会
学

教
育
学

人
体
の
科
学

人
間
工
学

ス
ポ
ー
ツ
科
学

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

英
語
Ⅰ
・
Ⅱ

ド
イ
ツ
語

看
護
関
係
法
規

人
体
の
構
造
と
機
能
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

病
原
微
生
物
学

薬
理
学

環
境
論

公
衆
衛
生
学

免
疫
学

食
物
・
栄
養
学
Ⅰ
・
Ⅱ

生
活
と
健
康

医
療
の
基
本
Ⅰ

看
護
方
法
演
習
Ⅰ

看
護
学
概
論
Ⅰ

看
護
技
術
論

基
礎
看
護
技
術
Ⅰ

基
礎
看
護
技
術
Ⅱ

基
礎
看
護
技
術
Ⅲ

基
礎
看
護
学
実
習
Ⅰ

看
護
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

看
護
学
生
の
た
め
の
リ
テ
ラ
シ
ー

英
語
Ⅲ

日
本
国
憲
法

文
化
人
類
学

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
論

ジ
ェ
ン
ダ
ー
学

体
育
実
技

ⅡⅠ

基
礎
看
護
技
術
Ⅳ

基
礎
看
護
技
術
Ⅴ

看
護
方
法
演
習
Ⅱ

感
染
看
護
学

公
衆
衛
生
看
護
学
概
論

在
宅
看
護
学
概
論

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
論

病
む
こ
と
の
心
理

／

看
護
倫
理

在
宅
看
護
学
活
動
論
Ⅱ

医
療
の
基
本
Ⅱ

基
礎
看
護
学
実
習
Ⅱ

／

老
年
看
護
学
実
習
Ⅰ

臨
床
看
護
学
概
論

活
動
論
（
方
法
論
）

（
成
人
・
老
年
・
精
神
・
小
児
・
母
性
）

看
護
過
程
論

フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト

看
護
研
究
概
論

公
衆
衛
生
看
護
学
対
象
別
活
動
論Ⅰ

・
Ⅱ
・
Ⅲ

公
衆
衛
生
看
護
学
活
動
展
開
論Ⅰ

・
Ⅱ

健
康
教
育
論
Ⅰ
・
Ⅱ

領
域
別
看
護
学
実
習
（
成
人
・
老
年
・
小
児
・
母
性
・精
神
・
在
宅
）

実
践
応
用
の
看
護
学
実
習

地
域
診
断
論
Ⅰ
・
Ⅱ

公
衆
衛
生
看
護
管
理
論

看
護
政
策
論

／

医
療
経
済
学

学
校
看
護
論

産
業
看
護
論

看
護
研
究
セ
ミ
ナ
ー

／
看
護
総
合
セ
ミ
ナ
ー

ディプロマ・ポリシー

看護学科 保健医療学部

幅広い教養と生命の尊重を
基盤とした豊かな人間性を身
につける。

医療における看護の倫理的
側面を理解し行動できる。

全人的医療、患者さん中心
の医療を原点に、病める人の
視点で考え、人を思いやる態
度をもち、個別性を重視した
看護を行うことができる。

人間の生命に対する深い愛
情と畏敬の念を基盤として、
高い倫理観と豊かな人間性
を涵養すること。

保健医療に関する国際水準
の知識と技術の修得を基本
とし、未知の課題を自ら解決
する意欲と探求心をもつとと
もに、自らの能力の限界を知
り、生涯にわたり自己の資質
の向上に努めること。

医療人に必要とされる基礎医
学および臨床医学の基本的
知識を身につける。

多様な保健・医療・福祉の場
で活用できる基本的な看護
の知識と技術を身につける。

看護の専門的知識を活用し、
科学的根拠に基づいて、身
体的､心理的、社会的側面か
ら適切な判断を行うことがで
きる。

看護の実践の中から看護研
究の課題を発見し、それを発
展させることができる。

常に自らの能力を点検・評価
し、生涯学びつづける姿勢を
身につける。

協調性に富んだ社会人として
様々な職種の人々と協力し、
医療の安全につねに留意す
るとともに、社会的視点に
立って地域の保健医療に積
極的に関わることができるこ
と。

チーム医療の中で調整・連携
の役割を果たすための適切
なコミュニケーション能力を身
につける。

医療安全管理の重要性を理
解し、状況に応じた適切な行
動をとることができる。

保健・医療・福祉チームの一
員として地域医療に積極的に
関わることができる。

保
健
統
計
学

看
護
管
理
学

パ
リ
ア
テ
ィ
ブ
ケ
ア
論

救
急
看
護
論

国
際
看
護
論

母
子
看
護
方
法
論

保
健
医
療
行
政
論
Ⅰ

保
健
医
療
行
政
論
Ⅱ

疾
病
の
成
り
立
ち
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

放
射
線
医
学
概
論

医
療
情
報
学

社
会
福
祉
論

疫
学

保 保

保 保 保

生
殖
医
療
と
看
護

家
族
看
護
学

災
害
看
護
学

看
護
学
概
論
Ⅱ

在
宅
看
護
学
活
動
論
Ⅰ

保 保

公
衆
衛
生
看
護
学
実
習

保

保 保

保
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